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第４回東北地方太平洋沖地震を踏まえた河口堰・水門等技術検討委員会第４回東北地方太平洋沖地震を踏まえた河口堰・水門等技術検討委員会

真野川水門の戸当り損傷の原因分析



真野川水門の被害状況・喪失した機能（地震によるもの）

堰・水門等委員会 H23.4.24

①水門等の躯体

②水門扉、戸当り、開閉装置

真野川水門の被災状況

異常なし。

①水門等の躯体

②水門扉、戸当り、開閉装置
③電源設備

１号上段ゲート開閉操作不可能。戸当りを調整し、仮復旧。

停電により常用電源による操作不可能。予備発電設備による操作可能。1号上段ゲート戸当り破損（レール曲がり及びアンカー部破損）により
ゲ 操作 能 （常用電源3月19日復旧）

予備発電設備状況（損傷なし）

ゲート開閉操作不可能。

④制御装置

地震により１号ゲートメッセンジャーワイヤ取付け金具が破断し、ゲート
開度の確認が不可能

予備発電設備状況（損傷なし）

戸当りレール曲がり

開度の確認が不可能。

⑤その他（管理棟等）

翼壁取付け護岸の沈下、止水板の破断。
管理橋取付部の沈下。
連接ブロックの流出

アンカー部破損

④制御装置

③電源設備

停電により常用電源による操作不可能。予備発電設備による操作可能。

１号ゲートメッセンジャーワイヤ取付け金具が破断し、ゲート開度の確認

連接ブロックの流出。

①

②
① ②

⑤その他（管理棟等）

具 、 度
が不可能。

異常なし。

翼壁の護岸の沈下状況 管理橋取付部沈下状況
③

③

１

真野川水門の被害状況・喪失した機能（津波によるもの）

①水門等の躯体

異常なし。

連結ブロック流出状況
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1.真野川水門の被害状況（地震によるもの）

堰・水門等委員会 H23.4.24

①軽構造戸当金物破損

真野川水門の戸当り損傷の原因分析

2.真野川水門１号サイドゲート軽構造戸当金物の破損検証

①軽構造戸当金物破損

①地震発生時の１号サイドゲートの動作経緯

１号ゲート軽構造戸当金物破損（アンカー部及びレール曲がり破損）によりゲート開閉操作不可能。

①地震発生時の１号サイドゲ トの動作経緯

アンカー部破損

・上下段扉共全開位置（軽構造戸当り部）にあり、地震によりアンカー部が破損。
・津波対応のため、下段扉の閉操作を行う。（全閉）
・上段扉の閉操作を行う。
・軽構造戸当りが変形していたため、引っ掛かりながら降下。
・戸当金物からローラが逸脱し、ロープ緩みが作動、ゲート降下不能となる。

１号ゲート上段扉

④軽構造部戸当りローラレール部破損検証

戸当り 戸当り 戸当り

②地震発生後の地震データ（地震加速度）

①

②

軽構造戸当金物のアンカー部が初期の地震動で損傷を受け、上段扉の主ローラがレールから逸脱
し、第２波の地震動で上段扉主ローラがローラレールに衝突し、レールの降伏点を超える曲げ応力
が発生し、ローラレールを損傷させた。

 

扉体

③

上下段扉の各サイドローラが、地震加速度を受け軽構造戸当りに衝突した時のアンカー部引
き抜き強度及び結果（Pa1最上部～Pa4最下部の各アンカー）

③軽構造部戸当りアンカー部破損検証
P1

P2 
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き抜き強度及び結果（Pa1最上部～Pa4最下部の各アンカー）

２

P3 

P4 

○：アンカー


